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第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次 
第34期 

第3四半期 
連結累計期間 

第35期 
第3四半期 

連結累計期間 
第34期 

会計期間 
自2017年10月1日 
至2018年6月30日 

自2018年10月1日 
至2019年6月30日 

自2017年10月1日 
至2018年9月30日 

売上高 （百万円） 51,624 54,855 69,869 

営業利益 （百万円） 4,016 4,028 4,321 

経常利益 （百万円） 3,805 3,643 4,061 

親会社株主に帰属する 

四半期（当期）純利益 
（百万円） 1,229 1,909 1,487 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,613 1,133 2,375 

純資産額 （百万円） 24,407 33,639 33,536 

総資産額 （百万円） 69,515 80,677 78,034 

1株当たり四半期（当期）純利益 （円） 65.75 103.04 79.71 

潜在株式調整後1株当たり 

四半期（当期）純利益 
（円） - - - 

自己資本比率 （％） 34.1 28.5 28.9 

 

回次
第34期 

第3四半期
連結会計期間

第35期 
第3四半期

連結会計期間

会計期間
自2018年4月1日
至2018年6月30日

自2019年4月1日
至2019年6月30日

1株当たり四半期純利益 （円） 39.66 20.21 

（注）1. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

2. 潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

3. 当社は、株式給付信託（J-ESOP）を導入しており、当該株式給付信託が所有する当社株式については、四半

期連結財務諸表において自己株式として計上しております。1株当たり四半期（当期）純利益の算定にあた

っては、当該株式数を自己株式に含めて普通株式の期中平均株式数を算定しております。 

4. 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。 

5. 第35期第3四半期連結会計期間において、シミックCMO西根株式会社を子会社化したことに伴い、総資産額が

増加しております。 
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2【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

 

主要な関係会社の異動については以下のとおりであります。

＜CRO事業＞

主要な関係会社の異動はありません。

 

＜CDMO事業＞

当第3四半期連結会計期間において、2019年6月1日付で連結子会社であるシミックCMO株式会社がアステラス フ

ァーマ テック株式会社の西根工場の事業を取得し、シミックCMO西根株式会社が当社の連結子会社となりました。 

 

＜CSO事業＞

主要な関係会社の異動はありません。

 

＜ヘルスケア事業＞

主要な関係会社の異動はありません。

 

＜IPM事業＞

主要な関係会社の異動はありません。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

2【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）経営成績の分析 

当社グループは、製薬企業の付加価値向上に貢献する独自の事業モデルであるPVC（Pharmaceutical Value 

Creator）を展開しております。CRO（医薬品開発支援）事業、CDMO（医薬品製剤開発・製造支援）事業、CSO

（医薬品営業支援）事業、ヘルスケア事業において、製薬企業の開発、製造、営業・マーケティングのバリュ

ーチェーンを広範に支援しております。また、IPM（Innovative Pharma Model）事業では、当社グループが保

有する製造販売業等の許認可（知的財産）とバリューチェーンを組み合わせた新たなビジネスソリューション

を製薬企業等に提供しております。 

 

医薬品業界においては、“患者により適した医療”の提供に向けて、革新的医薬品の創出が期待される一方

で、保険医療財政への影響から、費用対効果評価や保険外併用療養活用の検討など薬価制度の見直しが進んで

おり、医薬品産業は技術力や生産性の向上を通じて国際競争力のある産業構造へ転換することが求められてい

ます。第四次産業革命と称される人工知能（AI）やIoTなどの新たなテクノロジーが社会全体に大きな変革を

もたらし、ヘルスケア分野においても医療のあり方や健康に対する個人の価値観が変化する中で、産官学民が

連携して少子高齢化社会に対するイノベーションに取り組んでいます。 

 

当社グループは、この急速に変化する外部環境に迅速かつ柔軟に対応し、持続的な成長を実現するための取

組み「Project Phoenix」を推進しております。2018年4月から開始した「Project Phoenix 3.0」では、製薬

企業を全面的に支援する独自の事業モデルPVCの展開をヘルスケア分野に拡大し、新たなビジネスの創出に取

り組んでおります。また、当連結会計年度を初年度とした新たな中期計画（FY2019-2021）をスタートさせ、

中長期的な企業価値向上の実現に向けて、PVCモデルの加速、グローバル化の促進、ヘルスケアビジネスの創

出を重点課題に掲げ、グループ一丸となって諸施策を推進しております。 

 

[売上高及び営業利益] 

当第3四半期連結累計期間においては、アステラス ファーマ テック株式会社の西根工場を譲受け、国内外6

拠点体制でCDMO事業の生産能力強化を図っております。また、子宮頸がんの自己検査サービスやソニー株式会

社から承継した電子お薬手帳「harmo」事業の運営を開始するなど、中期計画の重点課題に取り組んでおりま

す。当第3四半期連結累計期間においては、主にCRO事業が伸長したことにより、売上高は54,855百万円（前年

同期比6.3％増）、営業利益は4,028百万円（前年同期比0.3％増）となりました。 

 

セグメント別の業績は以下のとおりです。 
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＜CRO事業＞ 

                                                                                 （単位：百万円） 

 
前第3四半期 

連結累計期間 

当第3四半期 

連結累計期間 
増減額（増減率％） 

 売上高 27,960 29,199 ＋1,239（＋4.4） 

 営業利益又は営業損失（△） 5,904 5,962 ＋57（＋1.0） 

 

当事業においては、主に製薬企業の医薬品開発支援に係る業務を行っております。 

当第3四半期連結累計期間においては、海外企業の日本市場参入や異業種のヘルスケア市場参入支援、バイ

オ医薬品や再生医療等製品など高度化する開発ニーズへの対応を促進しております。 

臨床業務においては、堅調な引合いに応じた人材の確保や育成強化に努めるとともに、医療データベース

を活用した製造販売後調査（PMS）や臨床研究支援業務に取り組んでおります。また、オーストラリア現地法

人を設立するなど、医薬品及び医療機器の成長市場であるアジア・オセアニア地域の事業を推進しておりま

す。 

非臨床業務においては、国内及び米国ラボの連携を強化し、核酸医薬や再生医療など先端領域の創薬支援

に積極的に取り組んでおります。2018年10月にはイオンチャネル関連ビジネスのグローバル大手の日本法人

ソフィオンバイオサイエンス株式会社と業務提携し、安全性薬理評価サービスの拡充を図っております。 

売上高及び営業利益につきましては、新規受注及び既存案件が堅調に進捗したこと等により前年同期を上

回りました。 

 

＜CDMO事業＞ 

                                                                                  （単位：百万円） 

 
前第3四半期 

連結累計期間 

当第3四半期 

連結累計期間 
増減額（増減率％） 

 売上高 10,806 11,858 ＋1,052（＋9.7） 

 営業利益又は営業損失（△） △473 △156 ＋317（ - ） 

 

当事業においては、主に製薬企業の医薬品製剤開発・製造支援に係る業務を行っております。 

当第3四半期連結累計期間においては、製剤化検討から治験薬製造、商用生産まで、グローバルに展開する

医薬品製造のプラットフォームとして、技術力の更なる向上とローコスト生産体制の進展、戦略的な設備投

資を通じた競争力強化を図っております。足利工場に新設した高薬理活性剤対応の注射剤棟では、治験薬の

生産を開始しており、治験薬及び商用生産案件の獲得に向けて営業活動を強化しております。2019年3月に

は、医薬品製造の新技術導入を図るため、3Dプリンターを用いた製造技術や高度な錠剤分割技術を有する米

国企業と業務提携契約を締結し、製剤技術力の向上に取り組んでおります。また、2019年6月には、アステラ

ス製薬株式会社の生産子会社であるアステラス ファーマ テック株式会社の西根工場を譲受け、シミックCMO

西根株式会社が事業を開始し、主力剤形である固形剤の生産能力強化を図っております。 

売上高につきましては、国内及び米国における受託生産量が増加したこと等により前年同期を上回りまし

た。足利工場新注射剤棟の商用生産開始に向けた費用の発生及び減価償却費の増加等により営業損失を計上

していますが、損失額は縮小傾向にあります。 

 

＜CSO事業＞ 

                                                                                 （単位：百万円） 

 
前第3四半期 

連結累計期間 

当第3四半期 

連結累計期間 
増減額（増減率％） 

 売上高 5,479 5,795 ＋316（ ＋5.8） 

 営業利益又は営業損失（△） 349 100 △248（△71.1） 

 

当事業においては、主に製薬企業の営業・マーケティング支援に係る業務を行っております。 

当第3四半期連結累計期間においては、シミック・アッシュフィールド株式会社において、MR（医薬情報担

当者）派遣業務に加え、民間企業初のメディカルアフェアーズ（MA）人材養成講座「MAアカデミー」を開講

するなど、複数のコミュニケーションチャネルと多様なサービスを組み合わせた総合的なソリューションの

提供を進めております。 
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売上高につきましては、新規案件及び既存案件が堅調に進捗したこと等により前年同期を上回りました

が、営業利益につきましては、新規案件の受注に伴う先行的な費用が発生したこと等により前年同期を下回

りました。 

 

＜ヘルスケア事業＞ 

                                                                                 （単位：百万円） 

 
前第3四半期 

連結累計期間 

当第3四半期 

連結累計期間 
増減額（増減率％） 

 売上高 5,432 5,700 ＋267（＋4.9） 

 営業利益又は営業損失（△） 668 703 ＋35（＋5.2） 

 

当事業においては、SMO（治験施設支援機関）業務、ヘルスケア情報サービスなど、主に医療機関や患者、

一般消費者の医療や健康維持・増進のための支援業務を行っております。 

SMO業務においては、がん領域の対応強化及び更なる品質向上、新サービスの拡充を進めております。2019

年4月には、株式会社BELL24・Cell Product（現SSI-CP株式会社）をグループ会社化し、北海道における基盤

強化を図っております。 

ヘルスケア情報サービスにおいては、ポータルサイト等を活用した治験情報等の提供や、疾患の早期発見

や重症化予防に貢献する自己検査サービス「SelCheck」を開始しております。2019年6月には、ソニー株式会

社が運営する電子お薬手帳「harmo」事業を承継し、服薬アドヒアランスの向上など患者サポートプログラム

の強化や、テクノロジーを活用した健康支援ビジネスの創出に取り組んでおります。 

売上高及び営業利益につきましては、新規案件が堅調に進捗したこと等により前年同期を上回りました。 

 

＜IPM事業＞ 

                                                                                 （単位：百万円） 

 
前第3四半期 

連結累計期間 

当第3四半期 

連結累計期間 
増減額（増減率％） 

 売上高 2,305 2,695 ＋390（＋17.0） 

 営業利益又は営業損失（△） △185 △199 △13（  - ） 

 

当事業は、当社グループが保有する製造販売業等の許認可（知的財産）とバリューチェーンを組み合わせ

た新たなビジネスソリューションを製薬企業等へ提供する事業であり、主にオーファンドラッグ（希少疾病

用医薬品）や診断薬等の開発及び販売に係る業務を行っております。 

オーファンドラッグ等事業においては、株式会社オーファンパシフィックが、自社開発品を含むオーファ

ンドラッグ等を販売しております。また、IPMプラットフォーム提供を通じた海外製薬企業の日本市場進出支

援や、製薬企業のビジネスモデル変化に応じた戦略オプションの提供等によるIPM事業の基盤強化に取り組ん

でおります。 

診断薬事業においては、当社グループが腎疾患の診断を目的として開発した腎疾患バイオマーカー（L-

FABP）の販路拡大及びプロモーションの強化に努めております。 

売上高につきましては、オーファンドラッグ等の販売増加により前年同期を上回りました。黒字化に向け

て、新しいビジネスソリューション提供による事業規模拡大に引き続き取り組んでおります。 
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[経常利益] 

当第3四半期連結累計期間の経常利益は3,643百万円（前年同期比4.3％減）となりました。 

なお、営業外収益として受取賃貸料等73百万円、営業外費用として支払利息、持分法による投資損失及び為

替差損等458百万円を計上しております。 

 

[親会社株主に帰属する四半期純利益] 

当第3四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は1,909百万円（前年同期比55.3％増）とな

りました。 

なお、特別利益として固定資産売却益7百万円、特別損失として減損損失及び固定資産除却損等190百万円、

法人税等合計として1,823百万円及び非支配株主に帰属する四半期純損失として272百万円を計上しておりま

す。

 

(2) 財政状態の分析 

資産、負債及び純資産の状況

当第3四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末比で2,643百万円増加し、80,677百万

円となりました。これは主に、シミックCMO西根株式会社の取得に伴う棚卸資産及び有形固定資産の増加等に

よるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末比で2,539百万円増加し、47,037百万円となりました。これは主に、短期借

入金及びコマーシャル・ペーパー等の増加と賞与引当金及び長期借入金（1年内返済予定を含む。）等の減少

によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末比で103百万円増加し、33,639百万円となりました。これは主に、利益剰

余金等の増加とその他有価証券評価差額金等の減少及び自己株式の取得によるものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年2月16日）等を第1四

半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比

較を行っております。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第3四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当社グループは、診断薬やオーファンドラッグ等の共同・自社開発や製剤技術開発を通じて、知的財産の蓄

積と新たな収益モデルの構築を目指すとともに、事業を通じた社会貢献を目指しております。

当第3四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は、180百万円であります。

なお、当第3四半期連結累計期間における主な研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

 

(5) 主要な設備 

当第3四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は、当社連結子会社のシミックフ

ァーマサイエンス株式会社による新たな実験棟の建設1件（投資予定額938百万円、完了予定年月は2020年6月）

であります。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因 

当第3四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更

はありません。
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(7) 受注の状況 

受注実績 

（単位：百万円）

報告セグメントの名称

前第3四半期連結累計期間
（自 2017年10月1日
至 2018年6月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自 2018年10月1日
  至 2019年6月30日）

前連結会計年度
（自 2017年10月1日

  至 2018年9月30日）

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

 CRO事業 33,567 60,718 28,163 55,046 37,873 55,805 

 CDMO事業 11,279 4,190 14,104 6,121 15,463 3,827 

 CSO事業 6,077 3,693 7,279 4,747 7,482 3,261 

 ヘルスケア事業 4,521 8,305 6,635 10,642 7,654 9,639 

合計 55,446 76,907 56,183 76,557 68,474 72,534 

（注）1. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2. 金額は販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

3. CDMO事業の受注残高は確定注文を受けているもののみを計上しております。顧客から提示を受けている年間

ベースでの発注計画等は、確定注文とは異なりますので受注残高には含めておりません。

4. IPM事業は受託事業と業態が異なるため、受注実績から除外しております。 

 

3【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,000,000

計 46,000,000

 

②【発行済株式】

種類
 第3四半期会計期間末
 現在発行数（株）
(2019年6月30日)

 提出日現在発行数（株）
(2019年8月6日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 18,923,569 18,923,569
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 18,923,569 18,923,569 - -

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

 2019年4月1日～

2019年6月30日
- 18,923,569 - 3,087 - 7,655

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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(6)【議決権の状況】

当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

2019年3月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 179,500 - -

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,667,000 186,670 -

単元未満株式 普通株式 77,069 - -

発行済株式総数   18,923,569 - -

総株主の議決権 - 186,670 -

(注) 1. 「完全議決権株式（自己株式等）」の欄には、株式給付信託（J-ESOP）が所有する当社株式171,000株は含まれ

ておりません。

   2. 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式52株が含まれております。

 

②【自己株式等】

2019年3月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

シミックホールディン

グス株式会社

東京都港区

芝浦一丁目1番1号
179,500 - 179,500 0.95

計 - 179,500 - 179,500 0.95

(注) 当第3四半期会計期間において自己株式の取得を実施したことにより、当第3四半期会計期間末日現在の自己株式数

は431,900株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は2.28％となっております。 

 

2【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 
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第4【経理の状況】

 1．四半期連結財務諸表の作成方法について 

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。 

 

 

 2．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間（2019年4月1日から2019年

6月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（2018年10月1日から2019年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2018年9月30日) 

当第3四半期連結会計期間 
(2019年6月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,009 12,789 

受取手形及び売掛金 13,655 14,191 

商品及び製品 514 692 

仕掛品 3,419 3,987 

原材料及び貯蔵品 1,878 2,595 

その他 2,773 3,345 

貸倒引当金 △18 △17 

流動資産合計 36,233 37,582 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 12,533 12,878 

機械装置及び運搬具（純額） 5,522 9,727 

土地 6,167 6,433 

その他（純額） 6,284 3,866 

有形固定資産合計 30,508 32,905 

無形固定資産    

のれん 419 313 

その他 985 1,472 

無形固定資産合計 1,405 1,785 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,809 3,219 

敷金及び保証金 1,655 1,737 

その他 5,032 4,029 

貸倒引当金 △611 △582 

投資その他の資産合計 9,887 8,403 

固定資産合計 41,801 43,095 

資産合計 78,034 80,677 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2018年9月30日) 

当第3四半期連結会計期間 
(2019年6月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 726 982 

短期借入金 1,450 3,018 

1年内返済予定の長期借入金 3,648 2,636 

コマーシャル・ペーパー 2,000 3,000 

未払法人税等 1,076 124 

賞与引当金 2,655 1,122 

役員賞与引当金 63 - 

受注損失引当金 683 576 

その他 10,438 11,413 

流動負債合計 22,741 22,872 

固定負債    

長期借入金 12,178 12,061 

退職給付に係る負債 7,544 8,053 

その他 2,033 4,049 

固定負債合計 21,756 24,165 

負債合計 44,498 47,037 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,087 3,087 

資本剰余金 6,102 6,102 

利益剰余金 12,814 14,207 

自己株式 △579 △1,088 

株主資本合計 21,425 22,310 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,217 751 

為替換算調整勘定 23 △21 

退職給付に係る調整累計額 △83 △43 

その他の包括利益累計額合計 1,157 686 

非支配株主持分 10,953 10,643 

純資産合計 33,536 33,639 

負債純資産合計 78,034 80,677 
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第3四半期連結累計期間 

(自 2017年10月1日 
 至 2018年6月30日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 2018年10月1日 
 至 2019年6月30日) 

売上高 51,624 54,855 

売上原価 39,936 42,349 

売上総利益 11,687 12,506 

販売費及び一般管理費 ※１ 7,671 ※１ 8,477 

営業利益 4,016 4,028 

営業外収益    

受取利息 4 3 

受取賃貸料 14 17 

受取保険金 - 15 

還付消費税等 12 15 

その他 24 23 

営業外収益合計 56 73 

営業外費用    

支払利息 87 84 

持分法による投資損失 91 162 

為替差損 39 173 

その他 48 38 

営業外費用合計 266 458 

経常利益 3,805 3,643 

特別利益    

固定資産売却益 - 7 

特別利益合計 - 7 

特別損失    

減損損失 - ※２ 124 

固定資産売却損 0 1 

固定資産除却損 46 65 

投資有価証券評価損 4 - 

人事制度移行損失 ※３ 280 - 

特別損失合計 333 190 

税金等調整前四半期純利益 3,472 3,460 

法人税、住民税及び事業税 1,282 1,080 

法人税等調整額 912 742 

法人税等合計 2,194 1,823 

四半期純利益 1,277 1,637 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
48 △272 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,229 1,909 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第3四半期連結累計期間 

(自 2017年10月1日 
 至 2018年6月30日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 2018年10月1日 
 至 2019年6月30日) 

四半期純利益 1,277 1,637 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 311 △467 

為替換算調整勘定 △54 △95 

退職給付に係る調整額 78 59 

その他の包括利益合計 335 △503 

四半期包括利益 1,613 1,133 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,587 1,437 

非支配株主に係る四半期包括利益 26 △304 
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）連結の範囲の重要な変更 

当第3四半期連結会計期間より、シミックCMO西根㈱の株式を取得し子会社化したため、連結の範囲に

含めております。

（2）持分法適用の範囲の重要な変更 

        該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年2月16日）等を第1四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。 

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

当社は、2012年11月7日付の取締役会決議に基づいて、当社従業員及び当社国内外グループ会社の役職員

（以下「従業員等」という。）の中長期インセンティブプランとして「株式給付信託（J-ESOP）」（以下

「本制度」という。）を導入しております。

（1）取引の概要 

本制度は、あらかじめ当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした従業員等に対し当

社株式を給付する仕組みです。

当社グループは、従業員等の貢献度合いに応じてポイントを付与し、一定の要件を満たした時に累積

したポイントに相当する当社株式を給付します。給付する株式については、あらかじめ信託設定した金

銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

本制度の導入により、従業員等の勤労意欲や株価への関心が高まるほか、優秀な人材の確保にも寄与

することが期待されます。

（2）「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30

号 2015年3月26日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っておりま

す。 

（3）信託が保有する自社の株式に関する事項 

① 信託における帳簿価額 

前連結会計年度 191百万円、当第3四半期連結会計期間 190百万円 

② 当該自社の株式を株主資本において自己株式として計上しているか否か 

信託が保有する自社の株式は株主資本において自己株式として計上しております。 

③ 期末株式数及び期中平均株式数 

期末株式数   前連結会計年度     172千株、当第3四半期連結会計期間 171千株 

期中平均株式数 前第3四半期連結累計期間 175千株、当第3四半期連結累計期間 171千株 

④ ③の株式数を1株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めているか否か 

期末株式数及び期中平均株式数は、1株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりま

す。 
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（四半期連結貸借対照表関係）

1 当社は、事業資金の効率的な調達を行うため、取引銀行3行とコミットメントライン契約を締結しております。

当該契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2018年9月30日）
当第3四半期連結会計期間

（2019年6月30日）

コミットメントラインの総額 5,000百万円 5,000百万円 

借入実行残高 - -

差引借入未実行残高 5,000 5,000

なお、本契約には、連結貸借対照表の純資産の部の金額や連結損益計算書の営業損益及び経常損益より算出

される一定の指標等を基準とする財務制限条項が付されております。

 

2 下記の関係会社の借入金に対し、債務保証を行っております。 

 
前連結会計年度

（2018年9月30日）
当第3四半期連結会計期間

（2019年6月30日）

シミックJSRバイオロジックス㈱ 1,374百万円 1,385百万円

なお、上記の債務保証は、複数の連帯保証人のいる連帯保証によるものであり、連帯保証人の支払能力が十

分であること及び自己の負担割合が明記されていることから、当社の負担となる額を記載しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※1 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第3四半期連結累計期間 

（自 2017年10月1日 
   至 2018年6月30日） 

 当第3四半期連結累計期間 
（自 2018年10月1日 

   至 2019年6月30日） 

給与手当 2,499百万円 2,817百万円 

賞与及び賞与引当金繰入額 575 674 

退職給付費用 109 135 

研究開発費 138 180 

貸倒引当金繰入額 6 0 

 

※2 減損損失 

 当第3四半期連結累計期間（自 2018年10月1日 至 2019年6月30日） 

当社グループは、以下の資産について減損損失を計上しております。 

会社名 用途 場所 種類 
減損損失 
（百万円） 

シミック㈱ 事業用資産 東京都港区 
投資その他の資産 

（長期前払費用） 
124 

当社グループは、概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位によって資産のグルーピングを行

っております。

当第3四半期連結累計期間において、投資その他の資産(長期前払費用)の使用範囲の見直しの意思決定がなさ

れたため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失に計上しております。

なお、回収可能価額は使用価値により算定しております。 

 

※3 人事制度移行損失 

 前第3四半期連結累計期間（自 2017年10月1日 至 2018年6月30日） 

人事制度移行損失は、CDMO事業に在籍する一部従業員の人事制度変更に伴う一時費用です。 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第3四半期連結累計期間
（自 2017年10月1日
至 2018年6月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自 2018年10月1日
至 2019年6月30日）

減価償却費 2,315百万円 2,642百万円

のれんの償却額 247 245

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間（自 2017年10月1日 至 2018年6月30日）

1. 配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年11月15日

取締役会
普通株式 424 22.50 2017年9月30日 2017年12月1日 利益剰余金

2018年4月27日

取締役会
普通株式 94 5.00 2018年3月31日 2018年6月15日 利益剰余金

（注）1. 2017年11月15日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）に対する配当金4百万

円が含まれております。

2. 2018年4月27日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）に対する配当金0百万円

が含まれております。

 

2. 株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間（自 2018年10月1日 至 2019年6月30日）

1. 配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月14日

取締役会
普通株式 421 22.50 2018年9月30日 2018年11月30日 利益剰余金

2019年4月26日

取締役会
普通株式 93 5.00 2019年3月31日 2019年6月14日 利益剰余金

（注）1. 2018年11月14日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）に対する配当金3百万

円が含まれております。

2. 2019年4月26日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）に対する配当金0百万円

が含まれております。

 

2. 株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間（自 2017年10月1日 至 2018年6月30日） 

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）1 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）2 

  CRO事業 CDMO事業 CSO事業 
ヘルスケア 

事業 
IPM事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 27,784 10,708 5,479 5,346 2,305 51,624 - 51,624 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
175 98 - 86 0 360 △360 - 

計 27,960 10,806 5,479 5,432 2,305 51,984 △360 51,624 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
5,904 △473 349 668 △185 6,262 △2,246 4,016 

（注）1. セグメント利益又はセグメント損失の調整額△2,246百万円には、セグメント間取引消去等△3百万

円、各報告セグメントへ配分していない全社費用△2,243百万円が含まれております。全社費用の主な

ものは、当社（持株会社）に係る費用であります。

2. セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

2. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間（自 2018年10月1日 至 2019年6月30日） 

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）1 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）2 

  CRO事業 CDMO事業 CSO事業 
ヘルスケア 

事業 
IPM事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 28,922 11,810 5,793 5,632 2,695 54,855 - 54,855 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
277 48 2 67 0 394 △394 - 

計 29,199 11,858 5,795 5,700 2,695 55,250 △394 54,855 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
5,962 △156 100 703 △199 6,410 △2,381 4,028 

（注）1. セグメント利益又はセグメント損失の調整額△2,381百万円には、セグメント間取引消去等△0百万

円、各報告セグメントへ配分していない全社費用△2,381百万円が含まれております。全社費用の主な

ものは、当社（持株会社）に係る費用であります。

2. セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

2. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 

計上額   CRO事業 CDMO事業 CSO事業 
ヘルスケア 

事業 
IPM事業 計 

 減損損失 124 - - - - 124 - 124
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

1. 企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 西根ファーマテック㈱

事業の内容    CDMO事業

(2) 企業結合を行った主な理由

CDMO事業の主力剤形である固形剤について、当社グループの国内既存拠点に西根工場が加わることに

より、安定供給の確保とともに柔軟な生産対応を図ることを可能とし、また、シミックCMO西根㈱の高

い品質管理能力と技術力を、これらの既存拠点に融合させることにより、製造技術や製造開発力の一層

の強化を図り、アウトソーシング化を進める国内外製薬企業等の多様なニーズに、柔軟かつ迅速なサー

ビスを提供することを目的としております。 

(3) 企業結合日 

2019年6月1日(株式取得日)

2019年6月30日(みなし取得日)

(4) 企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式取得

(5) 結合後企業の名称

シミックCMO西根㈱（2019年6月1日付で商号変更いたしました。）

(6) 取得した議決権比率

100％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社の連結子会社による現金を対価とする株式取得であるためであります。

 

2. 四半期連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期間

 2019年6月30日をみなし取得日としているため、四半期連結貸借対照表のみを連結しており、当第3四半期

連結累計期間における四半期連結損益計算書に被取得企業の業績は含まれておりません。
 

3. 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 2,191百万円 

取得原価   2,191百万円 

 

4. 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

(1) 発生したのれんの金額

     27百万円

(2) 発生原因

取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その超過額をのれん

として計上しております。

(3) 償却方法及び償却期間

     重要性が乏しいため、発生時に一括償却しております。
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（1株当たり情報）

1株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第3四半期連結累計期間
（自 2017年10月1日
至 2018年6月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自 2018年10月1日
至 2019年6月30日）

1株当たり四半期純利益 65円75銭 103円04銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,229 1,909

普通株主に帰属しない金額（百万円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
1,229 1,909

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,694 18,528

（注）1. 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. 当社は、株式給付信託（J-ESOP）を導入しており、当該株式給付信託が所有する当社株式については、四半期

連結財務諸表において自己株式として計上しております。1株当たり四半期純利益の算定における「普通株式

の期中平均株式数」については、当該株式数を自己株式に含めております。1株当たり四半期純利益の算定上

控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第3四半期連結累計期間175千株、当第3四半期連結累計期間171

千株であります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

2【その他】

2019年4月26日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。 

（イ）配当金の総額  ・・・・・・・・・・・・・・93百万円

（ロ）1株当たりの金額 ・・・・・・・・・・・・・ 5円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 ・・・2019年6月14日

（注）1. 2019年3月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

     2. 配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）に対する配当金0百万円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年8月6日

シミックホールディングス株式会社 

取締役会 御中 

 
EY新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 志 村 さ や か  印 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 北 本 佳 永 子  印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシミックホールデ

ィングス株式会社の2018年10月1日から2019年9月30日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2019年4月1日から

2019年6月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（2018年10月1日から2019年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シミックホールディングス株式会社及び連結子会社の2019年6月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

（注）1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

2．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 


